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議事概要 
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                       ※敬称略、五十音順 ◎は委員長 
 

 ４. 議 事 

  新広域道路交通ビジョン（案）・計画（案）について 

 

＜委員からの主な意見＞ 

○ 新広域道路交通ビジョン（案）・計画（案）について、妥当である。 

○ 今後も社会情勢の変化に合わせて柔軟に対応すること。 

○ 40ft コンテナの話は十数年前から出ている。本計画は物流を前面に出して積極的に物流道

路を整備していく計画となっている。 

○ 今後、ISO 規格の最大となっている 45ft コンテナの動向もしっかり注視すること。 

○ 空港・港湾はより重要度が増すと思われるので、空港・港湾へのアクセスをしっかりして

いく必要。 

○ 近畿は都市として歴史が長く、今後、一斉に工場をはじめとする都市機能の更新を含めた

街づくりが進んでいく。道路も効果的に整備していくために街づくりと連携する必要がある。 

○ 防災拠点として、道の駅の防災機能は地方部にとって重要であるため、今後も強化・拡充

していくべき。公助・共助として役立つ施設になればと思う。 

○ 物流拠点について、大型拠点になりうるものは、防災拠点としての活用もご検討されては

どうか。 

○ ICT 交通マネジメントについて、リアルタイムでの物流の把握が重要。特に災害時等にお

けるルート選定をどうするかなど、リアルタイムで把握することでより円滑な物流を実現す

ることができる。 

○ 整備の計画には維持管理の視点も大切。ICT を活用し維持管理の面においても生産性向上

に取り組んでほしい。 


